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会長就任にあたって

令和6年6月16日に開催されました定時総会でご承認いただき、引き
続き開催された理事会において前期に引き続き代表理事・会長に選任い
ただきました中部大学の藤田孝です。2期目の会長職を精一杯務めて参
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。定時総会では私のほか、
副会長1名、理事10名の計11名が新たに着任することもご承認いただ
きました。新任理事の新しい活力と、重任理事の経験をもとに会務を更
に発展すべく遂行して参りたいと考えております。
当会理事会との関わりを振り返りますと、20年ほど前、いち研究班
班員だった私に、当時の会長で職場の技師長でもあった荻津直通現名誉
会員から、「来年度から愛臨技の庶務部長」と突然指名されたことに始ま
ります。当時、右も左もわからない新任の若造庶務部長を多くの先輩方
が、本当に懇切丁寧に導いてくださいました。今日まで理事を9年間、
副会長を8年間、会長を2年間務めさせていただき、4名の歴代会長の許
で多くの経験を積ませていただきました。会長2期目となるこの2年間
は、19年間の経験の集大成として、愛臨技が更に発展できるよう役員
一同努めさせていただきますとともに、まずは本年11月に開催いたし
ます日臨技中部圏支部医学検査学会を成功裡に終えれるよう準備を進め
て参ります。
新型コロナウイルス感染症も5類となり、オンデマンド中心の事業展
開からコロナ禍前の事業展開に戻りつつあります。コロナ禍で活用した
web 配信活用技術を併用しつつ、新たな会務遂行スタイルを定着させ
る2年間になるかと思います。愛知県健康福祉部や愛知県医師会をはじ
めとした関係各所との連携を深め、会員の皆様にとって、また県民の皆
様の健康増進や公衆衛生の向上にとっても有用な活動を展開して参りた
いと考えております。会員の皆様には、これからも当会活動にご理解を
賜り、ご支援いただきますようよろしくお願いいたします。

愛臨技会長　藤田　孝



地 区 だ よ り

日本赤十字社の血液事業は、国民に信頼される効
率的かつ持続的な事業運営体制の確立を図ることを
目的に、日本を７カ所のブロックに区分した広域事
業運営体制をとっています。東海北陸ブロック血液
センターでは、東海北陸７県における検査・製剤、
需給管理及び企画・管理業務を担っています。
皆様に献血していただいた血液では、血液型や感
染症関連検査の他、献血者様へのサービスとしてお
知らせする生化学検査・血球計数検査を実施してい
ます。私の担当は主に、ABO血液型、RhD血液型
および不規則抗体の検査です。検査は機器により実
施していますが年間数十万という検体を扱う中で、

教科書にしか出てこないような稀な血液型にも遭遇
することがあり、機器では判定できないこともあり
ます。その際は自ら試験管を用いて検査を行ってお
り、臨床検査技師としてのやりがいと成長を感じて
います。検査以外の業務としては機器や試薬の管理、
ほぼすべての行いの記録などがあり、規制はとても
厳しいですが安全に輸血用血液製剤を製造するため
には絶対に遵守しなければなりません。また輸血用
血液製剤には有効期間があります。献血していただ
いた貴重な血液を速やかに検査し、医療機関へお届
けするために検査部署では、土日勤務や昼からの勤
務も行っています。
病気やケガの時に必要となる血液は、医療技術が

進歩した今日でも人工的に造ることができません。
また長期保管ができないため、常に新しい血液を確
保する必要がありボランティアによる献血が不可欠
です。みなさまの善意の献血により支えられている
血液事業です。私の所属している部署では患者様や
献血者様の声を聞く機会は少ないですが、安全な血
液製剤を安定的に供給するために臨床検査技師とし
ての知識を生かし、迅速で正確な検査結果を出すこ
とでこの事業に貢献することができて大変幸せに
思っています。

尾張東地区
日本赤十字社東海北陸ブロック血液センター　検査一課　杉浦　隆俊

会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆を含む）など
の紹介掲載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。
掲載を希望される方は愛臨技HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法を掲載して
ありますのでご覧いただき、お申し込みください。 愛臨技HP

会員執筆物の紹介原稿募集します！

メールアドレス登録と受信設定のお願い
毎月会報『らぼニュース』Web版発行のお知らせを日臨技会員
システムに登録されたアドレス宛にメール配信しています。その
他、重要な情報提供、お知らせなどもメール配信させていただき
ます。会員の皆様には登録メールアドレスの確認と、変更があり
ましたら日臨技会員専用ページにて変更手続きをお願いします。
また、迷惑メール防止の受信設定をされている方は、下記のメー
ルアドレスからの受信ができるよう、設定をお願いします。ご理
解とご協力をいただけますようお願い申し上げます。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp

愛臨技HP　求人情報掲載
愛臨技HPに臨床検査技師求人情報の
掲載を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技HP
会員サイト内「各種手続き」、「求人掲載依
頼」画面にて必要事項を入力、求人票登
録をお願いいたします。
なお、求人掲載は施設会員のみとしま
すが、求人情報は会員以外でも閲覧可能
です。
詳細は愛臨技HPにてご確認ください。
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